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I K E D A K E B U N K O E Z U T E N

会 期 平成２５年１１月４日（月・祝）～１１月１７日日

会 場 岡山シティミュージアム ４階企画展示室

主 催 岡山大学附属図書館、岡山シティミュージアム

後 援 岡山県教育委員会・岡山市教育委員会・山陽新聞社・中国新聞備後本社
朝日新聞岡山総局・読売新聞岡山支局・毎日新聞岡山支局
産経新聞岡山支局・NHK岡山放送局・RSK山陽放送・OHK岡山放送
TSCテレビせとうち・KSB瀬戸内海放送・RNC西日本放送

開国と岡山藩
池田家文庫絵図展平成25年度企画展



ごあいさつ

岡山大学附属図書館と岡山シティミュージアムは共同で企画展池田家文庫絵図展「開国と
岡山藩」を開催いたします。本展覧会は岡山大学と岡山市の文化事業協力協定に基づく事
業であり、本年で９回目の開催となります。
この展覧会は、岡山大学附属図書館が所蔵する池田家文庫を、広く地域の皆様に公開し、
親しんでもらおうという趣旨で企画しております。池田家文庫は江戸時代の備前岡山藩池田
家の藩政資料ですが、中でも特徴のひとつでもある地図資料「絵図」を中心に展示をしていま
す。
幕末の江戸時代は激動の時代ともよばれ、嘉永６年（１８５３）浦賀沖へのアメリカ艦隊提督

ペリー来航をきっかけに、江戸幕府は「開国」への道を余儀なくされます。
今回は、アメリカ大統領の国書に関して幕府から各藩が意見を求められた際、岡山藩主池
田慶政が提出したペリー来航と開国についての意見書や、西洋軍艦が詳細に図解された西
洋軍艦図、房総・摂海警備で使用された御台場建築絵図や帳簿等、４１点を展示します。
様 な々資料を通じて、幕末期にまつわる時代の変化を「岡山藩」の動きを通して見ていただき
たいと思います。
この池田家文庫絵図展で皆様が、岡山ひいては日本の歴史に興味や関心を抱き、池田家
文庫を地域の共有の財産であると感じていただければ、主催者として望外の喜びと存じます。

２０１３年１１月４日

岡山大学附属図書館
館長 沖 陽 子

岡山シティミュージアム
館長 安 富 緑

関 連 行 事 EWent

オープニングトーク
日時 平成２５年１１月４日（月・祝） 午前１０時～午前１０時３０分
場所 岡山シティミュージアム ４階展示室
講師 岡山大学大学院教授 倉地克直氏

記念講演会「開国と開港」
日時 平成２５年１１月９日土 午後２時～午後４時
場所 岡山シティミュージアム ４階講義室
講師 東京大学史料編纂所教授 横山伊徳氏

ビブリオバトル
日時 平成２５年１１月７日木 午後４時３０分～午後５時１５分
場所 ひかりの広場（リットシティビル２階）
内容 岡山大学日本史専攻学生による知的書評合戦

凡例

１ 本図録は、岡山大学附属図書館と岡山シティミュージアムが平成２５年１１月
４日（月・祝）～１７日日まで開催する『企画展 池田家文庫絵図展「開国と岡山
藩」』の図録である。

２ 展示番号と本書の図版番号、展示資料目録に印した番号は一致する。また
表記は図版番号、資料名、年代、池田家文庫整理番号、員数、法量（タテ
×ヨコ、㎝）の順に記した。

３ 本書に掲載した展示資料の写真は、岡山大学附属図書館が所蔵する絵図
デジタル画像及び岡山シティミュージアムが撮影した画像である。

４ 本書の総説・展示資料解説は、岡山大学大学院教授 倉地克直が執筆し
た。編集は岡山大学附属図書館と岡山シティミュージアムで行った。
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Ⅰ
（１）ペリー来航と岡山藩
嘉永６年６月３日（西暦１８５３年７月８日）、４隻のアメリカ艦隊が浦賀沖に来航した。艦隊の長官はマシュウ
=カールブレイス=ペリー。アメリカ合衆国大統領フィルモアの親書を携えていた。イギリス・ロシア・アメリカが日
本に対して「開国通商」を要求する動きを強めていることは、徳川幕府もオランダから知らされていた。そのため江
戸湾などの防備を固めていたが、「鎖国」の「祖法」は堅持する方針であった。しかし、蒸気船２隻を含む「黒船」
の威力は圧倒的であった。幕府は評議の末、「祖法」を守るための「権

けん

道
どう

」（方便）として大統領国書を受領すること
に決する。ペリーは来年の再来航を予告して離日した。同じ頃、ロシア使節のプチャーチンが長崎に来航し、や
はり「通商」を要求している。
当時老中首席として幕府を率いていたのは阿部正弘（伊

い

勢
せの

守
かみ

、備後福山藩主）であった。阿部は幕臣だけでな
く諸大名にも国書の内容を公開し、広く意見を求めた。朝廷にもアメリカ船来航を上奏し、国書の和

わ

解
げ

（日本語訳）
を提出した。朝廷・諸大名はじめ国力を結集して事態に対処しようという方針であった。諮問に応えて諸大名から
出された意見は、打ち払い論、避戦論、条件付き交易論、開国論など多岐にわたった。岡山藩主池田慶

よし

政
まさ

（松平
内蔵頭
く ら の か み

）も家老などと相談のうえ、「漂流民救助などは人道的に対応するが、交易は拒否し、直ちに防備体制を強
める」よう提案した。
次いで慶政は、野田久之介・伊法善助・岡英太郎（のちの香川英五郎）など９名の家臣子弟に西洋流砲術修行

のため幕臣の下
しも

曽
そ

根
ね

金三郎に入門するよう命じた。下曽根は開明的な幕閣として知られた筒
つつ

井
い

政
まさ

憲
のり

の次男で、下
曽根家の養子となり、高島秋帆

しゅうはん

に弟子入りして西洋流砲術を修め、当時は西丸留守居であった。この頃下曽根に
入門した家臣たちが、その後の岡山藩の軍制改革を担っていくことになる。
翌嘉永７年１月（１８５４年２月）に再来日したペリーとの間で横浜において交渉が行われ、３月３日（３月３１

日）日米和親条約が締結された。他方、下田で交渉が行われていたロシアとの間では、同年（１１月２７日安政と改
元）１２月（１８５５年２月）、日露和親条約が結ばれている。

（２）房総警備
アメリカなどとの和親条約により、下田・函館が新たに開港されることになった。これにともなって幕府は、江戸湾
をはじめとした海岸防備体制を一層強化することになる。嘉永６年１１月、岡山藩は柳川藩立花氏と相

あい

役
やく

で安
あ

房
わ

・
上総
か ず さ

両国の海岸防備を命じられた。この地は弘化年間以来会津藩と忍
おし

藩が防備に当たっていた所であった。１２
月には安房国平

へい

郡３２か村、同国安房郡４８か村、同国朝
あさ

夷
い

郡１１か村、上総国天
あま

羽
は

郡７か村、計９８か村、２万
９９１２石７斗３升３合８勺の幕府領が岡山藩の預所

あずかりしょ

とされた。
房総出張を命じられた藩士たちは翌嘉永７年１月に国元を出発、一旦江戸藩邸に集結したのち、３月下旬か

ら任地に赴いた。出張人数は主立った家臣の数で、安房北条が番頭丹羽広人以下１２６名、上総竹ヶ岡が番頭土
肥右近以下７０名、中間

ちゅうげん

・小
こ

者
もの

までを含めると合わせて１１００人を超えた。出張の面 に々対して藩主慶政は、「異船
が来航し、もしも戦闘に及ぶようなときになっても、国元の父母妻子などの心配はせず、家の恥辱とならないように
心懸けよ」と発憤を促す直

じき

書
しょ

を遣わした。また、詰
つめ

場
ば

ごとに勤め方の「定
さだめ

」も遣わされた。現地預所の村々からは四
季打ち鉄砲（猟師鉄砲）の者が陣屋警備に徴発された。

（３）摂海警衛
安政５年６月１９日（１８５８年７月２９日）、日米修好通商条約が調印された。その内容は同年１月にはアメリカ

総領事ハリスとの間で合意に達しており、神奈川・長崎・函館・新潟・兵庫および大坂・江戸の開港・開市が含まれ
ていた。こうした状況のなかで、６月１５日岡山藩は房総警備の任を解かれて、鳥取藩池田氏・土浦藩土屋氏な
どとの相役で摂海警衛（大坂湾周辺の海岸防備）を命じられた。しかし、岡山藩に兵力の余裕はなく、房総へ出張
している家臣らを一旦国元に引き揚げ、改めて軍勢を調えて派遣することとなった。 翌安政６年２月には房総持

平成２５年度池田家文庫絵図展「開国と岡山藩」－解説

「開国と岡山藩」解説
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場の引渡が終わっている。この年中には大坂に向けて新たに軍勢が送られた。岡山藩の受け持ちは、西宮寄りの
矢
や

倉
ぐら

・嶋
しま

屋
や

・布
ぬの

屋
や

新田などの台場であった。しかし、周辺に適当な駐屯地がなく、初めは大坂中之島・天満などの
蔵屋敷に分散せざるを得なかった。その後、文久元年（１８６１）６月西

にし

成
なり

郡川崎村に１万５４坪の地所を与えられ、
ここに陣屋を築いた。
文久２年（１８６２）８月岡山藩は鹿児島藩・萩藩同様に国

こく

事
じ

周旋
しゅうせん

に当たるべきとの内勅を朝廷から得る。以後京
都屋敷に周旋方が置かれ、京都での活動が本格化する。しかし、藩主の慶政はかねてより病気であったため、翌
文久３年（１８６３）２月水戸藩の徳川斉

なり

昭
あき

の九男九郎麿（のちの茂
もち

政
まさ

）を養子に迎え、家督を譲った。この藩主交
代は、江見陽之進・牧野権六郎らの藩内尊王攘夷派の画策によるものであり、茂政の襲封によって藩論は「尊攘

そんじょう

翼
よく

覇
は

」（天皇の意を奉じ将軍を先頭に攘夷を実現する）に固まったといわれている。
同年５月１０日萩藩は下関で外国船に発砲、攘夷の実行に踏み切った。これに対してアメリカ・フランスの軍艦

が下関砲台を報復砲撃、フランス軍は砲台を占拠した。またイギリス艦隊は前年の生
なま

麦
むぎ

事件の報復として鹿児島
を砲撃した（薩英戦争）。このように外国との緊張が高まるなか、７月に岡山藩は摂海警衛の任を解かれ、代わっ
て備中沖・塩飽海の警備と砲台造築を命じられた。なお岡山藩では、引き続き京都での御用が多く藩士を配備す
る施設が必要なこと、およびこのあたりが遠く２５０年も前の大坂の陣に際して池田家祖先の利

とし

隆
たか

が陣を構えた由緒
ある地でもあるという理由から、川崎村の陣屋地を引き続き拝領することを願い出て許されている。

（４）瀬戸内警備と御台場
文久３年（１８６３）１０月朝廷から帰国の暇

いとま

を賜った茂政は、１１月大坂から船で帰国、そのまま備中沖・塩飽海を
巡視した。これと前後して岡山藩では、谷田甚太郎らを派遣して砲台建設のための現地見分を行わせた。同じ頃
には大砲の鋳造も御野郡南方村で始められた。 翌元治元年（１８６４）４月岡山藩は直島警備に振り替えられ、５
月には藩内海岸警備のため児島郡下津井村・田之浦村・胸上村・小串村、邑久郡幸西村などに台場を建設した。
これらの台場建設・大砲設置に活躍したのは嘉永６年以来西洋流砲術を学んだ谷田甚太郎らの下級家臣たちで
あった。同年７月、香川英五郎（のち真一）・谷田甚太郎の両人が「新流大砲御用并大

ならびに

砲隊取立引請」を命ぜら
れ、８月には新流大砲隊一番手が、９月には新流大砲隊二番手が結成される。当時は古流砲術も併存していた
が、これを機に岡山藩の軍事編成は西洋流砲術を中心としたものに次第に移行していくことになる。
他方、陸上交通についても他藩の軍勢などの通行が増加するに従い、岡山藩では城下を通っていた中国路

（西国街道・山陽道）を付け替えることを願い出、元治元年４月許可されている。これにより中国路は藤井宿から北
上し、牟佐で大川（旭川）を渡り、ほぼ古代の山陽道に沿って西辛川に至る道筋となった。これにともない、備前領
内から備中国への出口にあたる辛川村の小丸山に砲台の設置が検討された。実現には至らなかったようだが、海
上だけでなく陸上でも領内防備が強く意識されるようになった。

（５）広がる世界
１８世紀後半から蘭学が盛んになったこと、また１９世紀になって日本近海に外国船がしきりに渡来するようになっ
ていたことから、外国への関心は広がりつつあったが、「開国」によって西洋諸国をはじめ世界への関心が一挙に
高まった。また蝦夷地や千島諸島・樺太などに対する関心も、ロシア船との接触などが風聞として広がるなかで、
高まっていった。こうした世界への関心の広がりは、世界地図や北方地図の普及によって確かめることができる。

岡山大学大学院社会文化科学研究科 教授 倉地克直

〔参考文献〕
『池田家履歴略記・下巻』日本文教出版、１９６３年
大月滋敏「幕末の新往還について」『岡山地方史研究』１０７号、２００５年
『岡山県史・近世Ⅳ』岡山県、１９８８年
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Ⅱ（１）ペリー来航と岡山藩

出展資料解説

高島流は、長崎の町人高島秋帆が出島のオランダ人から学んで広めた西洋流
砲術。天保１１年（１８４０）９月秋帆は西洋流砲術の採用による武備強化を幕府に
進言、翌年幕命によって出府して徳

とく

丸
まる

ヶ
が

原
はら

で砲術調練を行った。本図はその
時の様子を描いたものか。この結果、幕府は高島流を採用することとなり、以後
各藩でも家臣を秋帆に入門させ、高島流を採用するところが増加した。

２ 高島砲術調練之図
T１２-１１７ １枚
１０５.５×１５９.２

３ 嘉永６年留帳・上
嘉永６年（１８５３） A１-３０４ １冊 ２６.８×１９.３

藩の留方が、各部局の記録や文書から行政上必要な事
項を書き抜き、１年ごと項目別に編纂した記録。承応３年
（１６５４）から明治２７年（１８９４）まで３３６冊が残っている。１年
１冊が原則だが、嘉永６年は重大事件が多かったため、上
下２冊に編集されている。掲示したのは、８月１６日に野田
久之介ら９名が下曽根金三郎へ入門し西洋流砲術を学ぶ
ことを命じられたことを示す記事。

１ 修史草按・史料草按 全２０巻／
維新前目次１冊 A７-１～２１ ２４.１×１６.５

幕末維新期の岡山藩の政治活動を編纂した編
年体の史料集成。明治中期に池田家が家史
編纂事業の一環として制作した。嘉永６年～慶
応３年（１８５３～６７）を全２０巻にまとめており、巻１
～巻５が修史草按、巻６～巻２０が史料草按と題
され、維新前目次１冊が付いている。「留帳」とと
もに幕末期藩政を知る基本資料。
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４ 野田久磨奉公書
D３-２００２ １冊 ２７.８×２０.０

奉公書は、岡山藩が家臣に先祖の由来や
代 の々勤役などの履歴を書き上げさせて、提
出させたもの。池田光政が寛永２１年（１６４４）
に「先祖書上」を命じたのが最初で、元禄９年
（１６９６）以降はほぼ５年ごとに書き継がせた。
留方が管理し、３４２３家のものが現存する。
野田家は上道郡中野村出身の百姓で、権
八郎が寛延３年（１７５０）に切米３０俵３人扶持
で召し出された。久之介は天保１３年（１８４２）
８月「在江戸通ノ子」に召し出され、嘉永６年
（１８５３）１２月に父和左衛門の跡目を相続し、
２５俵３人扶持を与えられている。

５ 北亜米利加水師提督ベルリ上陸之図
P２１-６７ １冊 １９.０×１３.４

「水師提督ペルリ」以下「副将」「隊長」「楽童子」「伍長」
「戦士」「楽師」「ケペール組」「黒人」などの図像が描か
れている。巻末には「亜美利加ヨリ献貢物目録」が記さ
れている。

６ 浦賀図
〔嘉永６年（１８５３）カ〕 T１２-２２ １枚 ３９.８×２８.５

木版彩色、帯封に「浦賀図 全」とある。本紙には「百枚限
売買禁」と刷り込まれている。浦賀周辺海域の様子ととも

に、対岸の房総半島を含めた警備の諸藩の配置も示され
ている。
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８－２

８－１

７－１
合衆国伯理璽天徳書簡和解
〔嘉永６年（１８５３）７月〕
S１-４９-１ １冊 ２６.２×１９.７
ペリーが手渡したアメリカ合衆国大統領
フィルモアの親書・副翰（１８５２年１１月１３日
付け）、およびペリー自身の上書（１８５３年７
月７日付け）・浦賀での口上書（１８５３年７月
１３日）を和訳したもの。

７－２
〔阿部伊勢守演達書写〕
〔嘉永６年（１８５３）７月〕 S１-４９-６ ２通
１６.４×６１.４ １６.４×３１.４
７月朔日月並み出仕した大名および幕臣
に対して、アメリカ大統領フィルモアの親書
など（７－１）が示され、首席老中阿部伊勢
守（正弘）から忌憚なく意見を述べるように
との演達があった（S１-４９-６-１）。追書（S１-
４９-６-２）では、書簡を受け取ったのは「一
時の権道（方便）」だと念を押している。

８－１ 書上 松平内蔵頭
嘉永６年（１８５３）８月 S３-１７-１ １冊 ２６.７×１９.４

８－２ 副啓 松平内蔵頭
〔嘉永６年（１８５３）８月１０日〕 S３-１７-２ １通 １８.２×１０７.１

幕府がアメリカ大統領の国書についての意見を求めたのに対して、岡
山藩主松平内蔵頭（池田慶政）が提出した意見書（８－１）とその添
書（８－２）。一緒に封筒に入れられていた。慶政は、「漂流民救助
などは人道的に対応するが、交易は拒否し、直ちに防備体制を強め
る」よう述べている。こうした意見は諸大名の一般的な反応であった。
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９ 長崎表魯西亜船風説書
〔嘉永６年（１８５３）〕 S１-４６ １冊 ２８.０×２０.４

嘉永６年（１８５３）７月１７日にロシア使節プチャー
チンが長崎に来航したとき、交渉にあたった長
崎奉行手附応接掛馬場五郎左衛門からの聞
き書きを写したもの。この時期岡山藩では、幕
府と海外使節との交渉の内容をさまざまなルー
トを通じて収集し、藩論決定のための材料とし
た。池田家文庫にはそうした記録が多数残さ
れている。

１０ 亜墨利加約條
安政元年１２月 S６-３１５ １冊 ２６.７×１９.４

いわゆる「日米和親条約」の和解。条約１２か
条は、３月３日に横浜で林大学頭ほかとペリー
の間で取り交わされ、５月２２日には１３か条の条
約附録が下田で取り交わされた。この２つの文
書を１２月に阿部伊勢守をはじめとした老中が
「大君（将軍）の命を以て」承認した。

１１ 魯西亜條約
安政元年１２月２１日（１６５５年２月７日）
S６-３１１ １冊 ２６.５×１９.０

いわゆる「日露和親条約」の和解。下田におい
てロシア使節プチャーチンと幕府全権筒井政
憲・川路聖謨との間で結ばれた。第２条で懸
案の領土問題を取り上げ、エトロフ島までが日
本領、ウルップ島より北のクリル島（千島諸島）
はロシア領とし、カラフトは境界を設けないと決
めている。その後明治８年（１８７５）の樺太・千島
交換条約によって、日本はウルップ以北の北
千島を含む千島列島を領有する代わりに、樺
太に関する権利を放棄した。
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１２ 西洋軍艦図解
T１３-９８ １巻 ５１.６×３３１.７

題箋に「西洋軍艦図解 全」とある。
巻頭の「考例」によれば、オランダ「ユ
トレキト」の「コルチリス・キリツヘル」とい
う書店が出版した「軍艦新鐫全図」と
いう図巻を、「正栄」なる人物が翻訳
したもの。西洋軍艦の構造や部材・
器具などについて詳細に図解している。
西洋軍艦に対する当時の人 の々熱い
視線が感じられる。写真は上下を変
えて掲示している。

１３〔西洋船図巻〕 T１３-１３８ １巻 ２６.３×４９１.０
日本に渡来した西洋船の図像を貼り合わせて巻子様に仕立てたもの。題箋がはがれていて表
題は不明。内訳は、「紅毛銅板蒸気船図」「紅毛船長崎入津図」「弘化二乙巳年三月渡来北
亜墨利加嫋玉爾掘船図」「同三丙午年閏五月渡来同所撲斯東軍艦図」「嘉永二己酉年閏四
月渡来英吉利小軍艦図」「嘉永六癸丑年六月三日渡来北亜墨利加華盛頓火輪船図」「同年
七月十八日長崎渡来魯西亜船図」「同火輪船図」の８枚。巻末に武器類の図像も載せている。
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（２）房総警備

１６－１ １６－２

１５ 洲ノ崎台場図
〔嘉永６年（１８５３）〕
T１２-６９ １枚 ２７.２×３８.５

忍藩受け持ちの洲之崎台場の図。砲門
に一から五まで数字が打たれ、出鼻の水
位について注記がある。岡山藩への引き
渡しに際して描かれたものか。

１４ 上総国富津台場図
〔嘉永６年（１８５３）〕
T１２-５９ １枚 ２７.４×３８.６

会津藩受け持ちの富津台場の図。大銃
備場について注記されている。岡山藩へ
の引き渡しに際して描かれたものか。

１６ 安房国安房郡洲之崎村内遠見番所箇所附御
引渡目録 H６-１０７ １冊１通

房総警備にあたって、それまで洲之崎村陣屋を預かっていた
松平下総守（忍藩）家臣野瀬文内から渡された遠見番所など
についての目録（１６－１）。江戸留守居の用状（１６－２）が添え
られている。２点が包紙で包まれたうえに袋に入れられている。

１６－１ 引渡目録
嘉永７年（１８５４）４月 H６-１０７-１
１冊 ２７.６×２０.２

１６－２〔岡山藩江戸留守居用状〕
〔嘉永７年（１８５４）４月５日〕 H６-１０７-２
１通 １６.２×３７.１
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１７ 安房国平郡・安房郡・朝夷郡・上総国天羽郡郷
村高帳写 松平内蔵頭御預所
嘉永６年（１８５３）１２月 S４-２９６ １冊 ２７.０×１８.３

房総警備にあたって、９８か村・計２万９９１２石７斗３升３合８勺の
幕府領が岡山藩の預所となった。その宛行状の写し。本紙
は「奉書竪紙」とある。

１９－２
竹ヶ岡御陣屋脇焔硝蔵之図
H６-２０-２ １枚 ２７.６×３８.４

１９ 竹ヶ岡御陣屋其外建物共絵図
〔安政元年（１８５４）カ〕 H６-２０

１８の畳紙に入れられており、前任の会津藩
から引き継いだものと思われる。５枚の絵
図（１９-１～５）が一緒に袋に入れられている。

１９－１
竹ヶ岡仕寄場番所之図
H６-２０-１ １枚 ２７.６×３８.４

１８ 安政元寅年房総御備場御
引渡之節諸留
H６-１０～２０ ２袋９冊

畳紙に「御留方」と書かれ、貼紙に
は「安政元寅年 房総御備場御引
渡之節諸留 九冊（朱書）「証四号
四十四番」」と記されている。
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１９－３
〔竹ヶ岡陣屋見取絵図〕
H６-２０-３ １枚 ２７.６×３８.４

１９－４
上総国竹ヶ岡御台場之図
H６-２０-４ １枚 ５４.０×７８.６

１９－５
竹ヶ岡御陣屋絵図
H６-２０-５ １枚 １０８.５×７２.４
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２０ 竹ヶ岡石津浜御台場建物共絵図
〔安政元年（１８５４）カ〕 H６-１９

１８の畳紙に入れられており、前任の会津藩から引き継いだものと思わ
れる。４枚の絵図（２０-１～４）が一緒に袋に入れられている。

２０－１
竹ヶ岡海岸船小屋御武器蔵之図
H６-１９-１ １枚 ２７.６×３８.４

２０－２
上総国金谷村之内石
津浜御台場之図
H６-１９-２ １枚 ５４.０×７８.６

２０－３
竹岡上之檀遠見所之図
H６-１９-３ １枚 ２７.６×３８.４
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２１ 安房国北条・上総国竹ヶ岡両御陣屋詰
安政２年（１８５５） H６-９０ １冊 ３３.４×１２.３

安政２年時点で房総警備に出張していた藩士名を書き上げた帳面。北
條の陣屋には総責任者の家老池田出羽が詰め、大房台場は番頭丹羽
広人（蔵人）が、竹ヶ岡台場は番頭瀧川縫殿がそれぞれ責任者であった。

２２ 四季打鉄砲御備場御用相勤候者共人数取調帳
嘉永７年（１８５４）８月 H６-９１ １冊 ３９.２×１４.０

房総警備にあたっては、陣屋警備のために預所の村 か々ら「四季打鉄砲」
（猟師鉄砲）の者が徴発された。本帳によれば、神余村徳兵衛はじめ５０
人の者が書き上げられている。

２０－４
竹岡御台場下之檀張番所之図
H６-１９-４ １枚 ２７.６×３８.４
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２４ 北條陣中并大房台場定・竹ヶ岡台場定
H６-１０９・１１０１冊 ２８.１×１９.８

房総警備にあたって、台場の詰番勤務などについて定めたもの。例え
ば大房台場へは、丹羽広人の組士３人が１０日交替で勤務し、ほかに
古流・西洋流の大銃役２人、徒目付２人・徒２人・足軽２人が詰めるよう
定められている。組ごとに配られたのか、同じ帳面が数冊残されている。

２３ 丹羽寛夫奉公書 D３-１９５９ １冊 ２８.１×１９.８
丹羽家は尾張国の出身で、勝入（池田恒興）以来の家臣として代 番々
頭を務めた。丹羽広人は初め虎吉と称し、天保７年（１８３６）８月父登の
跡目知行２０００石を相続した。小仕置・郡代などを勤めた後、嘉永６年
（１８５３）１２月房総警備のため江戸出府を命じられた。
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２５ 摂海御警備場所并御台場御絵図入 T２-１０４
摂海警衛関係の絵図１５枚・書付１１通が１袋に入れられている。

２５－１〔摂海警衛之図〕 T１２-１０４-１ １枚 ５４.８×１０９.６

２５－２〔摂海警備台場見立絵図〕 T１２-１０４-２ １枚 ７８.８×１０８.４

（３）摂海警衛
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２５－４ 矢倉新田砲台之図 T１２-１０４-７ １枚 ２７.７×４０.７

２５－５〔布屋新田新道之図〕
T１２-１０４-１０ １枚 ７３.０×２７.４

２５－３ 布屋新田砲台之図 T１２-１０４-６ １枚 ２８.０×４０.２
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文久３年（１８６３）岡山藩は摂海警衛の任を解かれ、備中沖・塩飽海警備に所替
えとなった。このとき藩では西成郡川崎村の陣屋を引き続き拝領できるように歎
願した。緊急の公武の御用で上坂・下坂するときには天満などの蔵屋敷は手狭
であるので宿陣できないこと、西宮あたりは大坂の陣で先祖の利隆が宿陣した由
緒ある地であることを理由にあげている。末尾の付紙で、願いの通りそのまま下さ
れることとなった。

２５－６
御国御下知之上小笠原図
書頭殿江指出候書付写
年未詳２月 T１２-１０４-１２
１通 １７.６×７２.１
持ち場への仮橋・道路の普請に
ついて、国元からの指示に基づ
いて岡山藩大坂留守居の千田
金右衛門が若年寄の小笠原図
書頭（長行）へ願い出た口上覚。

２５－７
大坂町御奉行江指出候書
付写
年未詳３月 T１２-１０４-１３
１通 １７.６×８３.９
砲台普請が完成するまで、海
岸に仮の砲台を築き、川には乱
杭を打ち、土手内に犬走を付け
たいとの願い。大坂留守居千
田金右衛門が差し出した。

２７ 大坂御陣屋地其侭御拝領被
成度願ひ御書面ニ御本書
〔文久３年（１８６３）カ〕
H６-２３ １通 １７.１×１９２.０

２６ 安政五戊午年ヨリ大坂御
警衛詰交代録
S４-３９７ １冊 ２４.４×１７.２

岡山藩大坂留守居の千田金右衛
門が記したもの。安政５年（１８５８）
から文久元年（１８６１）までの陣屋詰
め家臣の交替が記されている。
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２９ 備中沖塩飽海図 T１２-７１ １枚 ７５.０×８５.３
備中沖・塩飽海の島 を々描き、その里程を記した絵図。２８
「瀬戸内海図」とあわせて海上警備のために作られたか。「御
台場并嶋浦絵図面数 入々」と書かれた袋に入れられている。

２８ 瀬戸内海図 T１２-７２ １枚 ８６.２×１９２.２
小豆島から鞆津沖までの瀬戸内海の島 を々細かく描くとともに、航路や里
程も細かく記している。瀬戸内海警備のために作られた絵図と思われる。
「御台場并嶋浦絵図面数 入々」と書かれた袋に入れられている。

（４）瀬戸内警備と御台場
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３０ 谷田甚太郎奉公書
D３-１４９０ １冊 ２８.３×２０.４

谷田家は近江国犬上郡の出身。初め山崎甲斐
守に仕えたが後に浪人し、寛文４年（１６６４）８月
弥五右衛門が士鉄砲として池田家に召し出され
た。甚太郎は初め清之介と称し、池田信濃守
家臣塩田善三郎の次男であったが、谷田来右
衛門の養子となり、弘化２年（１８４５）１０月に家督
を相続して５０俵４人扶持を与えられている。房
総警備に出張した後、文久３年（１８６３）からは砲
台建設や大砲隊の組織化などに活躍した。

３１〔谷田甚太郎砲台目論見覚書并絵図〕
H６-８５ ２通３枚

文久３年（１８６３）３月に児島郡を巡回して、砲台場建設の
見分を行った際の書類か。包紙入。「要須なる海峡・河
口・湊口等において」敵船の帆走・攻撃を防ぐために、小
串村米崎・下津井村・日比村の３か所に砲台場を築くことを
「最要」と提言する。とりわけ米崎は「第一緊要之地」である
から、岡山藩が所有する高島流の大砲７門すべてをここに
配備することを説いている（３１-３）。また、３か所の砲台場に
必要な人員は、米崎５か所砲数凡１２０門・砲手６２１人、下
津井４か所凡砲数６０門・砲手２８４人、日比３か所凡砲数
３５門・砲手１６２人、３か所の砲台場に指揮官１人ずつ、各
砲１門に指揮者１人・鼓手１人ずつ、凡３門に工作者１人ず
つ、と見積もっている（３１-２）。

３１－２〔谷田甚太郎添書〕
H６-８５-２ １通 ２３.１×１９.１

３１－１〔下津井砲台目論見絵図〕 H６-８５-１ １枚 ４１.２×８１.０
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３１－３〔谷田甚太郎覚書〕 H５-８５-３ １通 ２８.０×８４.２

３１－４〔日比砲台目論見絵図〕 H５-８５-４ １枚 ４１.２×８１.０

３１－５〔小串・外輪崎砲台目論見絵図〕 H６-８５-５ １枚 ６１.０×８２.６
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３２ 牛窓沖見渡絵図 T１２-７４ １枚 １１２.０×１５７.５
牛窓に砲台設置を計画した絵図。五香宮および大端に砲台を設けた場合、西は端小島から鹿忍見
通しまで、東は前島の網代崎から蕪崎見通しまでが射程となることを、細い朱線で示しており、この２
か所の砲台が「牛窓守衛挑戦之要地」と記されている。また、前島と小豆島の間を通行する異国船
に対しては、前島に砲台を築いても全く効果がないとも記されている。結局牛窓に砲台を設けることは
なかったようだ。２８・２９と同じく「御台場并嶋浦絵図面数 入々」と書かれた袋に入れられている。

３３－１
古下津井砲台略図
T１２-６１ １枚 ３９.６×２７.６

３３－２
下津井港祇園下御台
場略図
T１２-６３ １枚 ２７.６×３９.６

３３－３
田之浦御台場略図
T１２-６２ １枚 ２７.６×３９.６

３３－２

３３－３３３－１

３３ 御台場三ヶ所図面 T１２-６１～６３ ３枚
３枚の台場図が帯封でまとめられ、帯紙に「御台
場三ヶ所図面」と上書されている。谷田甚太郎
らが作成したものと思われる。
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３４－１ 田之浦村御台場見取図 T１２-１０６-４ １枚 ２８.３×４０.９

３４－２ 小串村城山御台場縮図
T１２-１０６-１ １枚 ４０.４×４２.０

３４－３ 城山御台場見取絵図 T１２-１０６-３ １枚 ２８.４×４０.８

３４〔台場見取絵図〕 T１２-１０６
「上」と上書きした包紙に４枚の絵図が包
まれている。田之浦村と小串村の台場に
ついて見取図と縮図１枚ずつである。谷
田甚太郎らが作成したものと思われる。
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３５〔台場絵図〕 T１２-１０７ ７枚
１袋に７枚の台場絵図が入れられている。
うち２枚を展示した。

３５－１
児嶋郡胸上邑城山御台場之図
T１２-１０７-４ １枚 ４０.５×５６.２

３５－２
外輪崎台場之図
T１２-１０７-５ １枚 ４０.０×５５.６

３６〔鴨方領台場絵図〕 T１２-１１３ ２枚
鴨方藩でも海辺警備のため砲台場を築いた。
その関係図２枚が一緒に包紙に包まれている。

３６－１ 青佐山御台場略図
T１２-１１３-１ １枚 ２８.０×３９.９

３６－２ 大島中村長浜御台場図
T１２-１１３-２ １枚 ２９.７×５５.６
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３８ 辛川村小丸山砲台見込図
T１２-１０２-１ １枚 ５５.５×４０.５

小丸山に砲台を築いた場合、新街道および古街道への
射程を朱点線で示している。小丸山は現在岡山市立中
山中学校の敷地内にある古墳。実際に砲台が築かれた
確証はないが、陸上でも領境防備が話題になったことを
示す史料である。

３７ 御目論見新道見取凡絵図 文久３年（１８６３） N１-１３３ １巻 ２７.９×３６０.６
文久３年（１８６３）１１月岡山藩は中国路の付け替えを幕府に願い出た。その願書に付
けられた付け替え目論見絵図。新道筋は黄色で示されている。藤井宿から北上し、
牟佐で大川（旭川）を渡り、ほぼ古代の山陽道に沿って西辛川に至る道筋であった。

３９ 香川真一奉公書 D３-７８４ １冊 ２８.３×２０.６
香川家は三河国吉田の出身、輝政の代に池田家に召し出
された。その後は知行１５０石で代官などを務めている。香
川英五郎（のち真一）は岡長左衛門の次男であったが、文
久２年（１８６２）１２月に香川七大夫の養子となり、元治元年
（１８６４）１２月に跡目知行１５０石を相続している。明治以降も
政治家・実業家として活躍した。
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４０ 蝦夷闔境輿地全図
嘉永７年（１８５４）４月 T１０-２６ １枚 １２３.０×９９.７

藤田良（惇斎）が作成した木版多色刷り大判の北辺図。１９世紀初頭に
幕府が作成した蝦夷地測量図を基にしているが、山 を々絵画的に描くな
ど鑑賞と実用を兼ねた絵図である。経緯線を方眼に引くが、正確なもの
ではない。藤田の識語は嘉永６年（１８５３）１０月で「日露和親条約」締結
以前。発行は江戸日本橋通十軒店の書物問屋播磨屋勝五郎。

（５）広がる世界
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４１ 新刊輿地全図 文久元年（１８６１）１１月 T１０-１２ １枚 １３６.４×１３５.９
佐藤政養が作成した木版大判の方形世界図。表紙および箱の外題は「官許
新刊輿地全図」。政養は出羽国庄内藩士。勝海舟に師事し、後に幕府海軍
操練所の蘭書翻訳方を務めた。その公務としてオランダ製の地図を翻訳して作
成したのが本図で、世界の海域や航路についての情報が所狭しと書き込まれ
ている。上部題額のなかに日の丸を「大日本国旗」として掲げ、図面の周囲に
世界各国の国旗をめぐらす。下部の欄外には、世界諸州の面積や人口をはじ
め、さまざまな地理学上の情報が書き上げられている。川勝義邦の題言は文久
元年１１月、発行は江戸竪川三之橋老 館万屋兵四郎。
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Ⅲ 整理番号法量年代員数資料名番号

A７-１～２１２４.１×１６.５修史草按・史料草按 全２０巻／
維新前目次１冊１

T１２-１１７１０５.５×１５９.２１枚高島砲術調練之図２

A１-３０４２６.８×１９.３嘉永６年（１８５３）１冊嘉永６年留帳・上３

D３-２００２２７.８×２０.０１冊野田久磨奉公書４

P２１-６７１９.０×１３.４１冊北亜米利加水師提督ベルリ上陸之図５

T１２-２２３９.８×２８.５〔嘉永６年（１８５３）カ〕１枚浦賀図６

S１-４９-１２６.２×１９.７〔嘉永６年（１８５３）７月〕１冊合衆国伯理璽天徳書簡和解７－１

S１-４９-６１６.４×６１.４
１６.４×３１.４〔嘉永６年（１８５３）７月〕２通〔阿部伊勢守演達書写〕７－２

S３-１７-１２６.７×１９.４嘉永６年（１８５３）８月１冊書上 松平内蔵頭８－１

S３-１７-２１８.２×１０７.１〔嘉永６年（１８５３）８月１０日〕１通副啓 松平内蔵頭８－２

S１-４６２８.０×２０.４〔嘉永６年（１８５３）〕１冊長崎表魯西亜船風説書９

S６-３１５２６.７×１９.４安政元年１２月１冊亜墨利加約條１０

S６-３１１２６.５×１９.０安政元年１２月２１日
（１６５５年２月７日）１冊魯西亜條約１１

T１３-９８５１.６×３３１.７１巻西洋軍艦図解１２

T１３-１３８２６.３×４９１.０１巻〔西洋船図巻〕１３

T１２-５９２７.４×３８.６〔嘉永６年（１８５３）〕１枚上総国富津台場図１４

T１２-６９２７.２×３８.５〔嘉永６年（１８５３）〕１枚洲ノ崎台場図１５

H６-１０７１冊１通安房国安房郡洲之崎村内遠見番所箇所
附御引渡目録１６

H６-１０７-１２７.６×２０.２嘉永７年（１８５４）４月１冊引渡目録１６－１

H６-１０７-２１６.２×３７.１嘉永７年（１８５４）４月５日１通〔岡山藩江戸留守居用状〕１６－２

S４-２９６２７.０×１８.３嘉永６年（１８５３）１２月１冊安房国平郡・安房郡・朝夷郡・上総国天
羽郡郷村高帳写 松平内蔵頭御預所１７

H６-１０～２０２袋９冊安政元寅年房総御備場御引渡之節諸留１８

H６-２０〔安政元年（１８５４）カ〕竹ヶ岡御陣屋其外建物共絵図１９

H６-２０-１２７.６×３８.４１枚竹ヶ岡仕寄場番所之図１９－１

H６-２０-２２７.６×３８.４１枚竹ヶ岡御陣屋脇焔硝蔵之図１９－２

H６-２０-３２７.６×３８.４１枚〔竹ヶ岡陣屋見取絵図〕１９－３

H６-２０-４５４.０×７８.６１枚上総国竹ヶ岡御台場之図１９－４

H６-２０-５１０８.５×７２.４１枚竹ヶ岡御陣屋絵図１９－５

H６-１９〔安政元年（１８５４）カ〕竹ヶ岡石津浜御台場建物共絵図２０

H６-１９-１２７.６×３８.４１枚竹ヶ岡海岸船小屋御武器蔵之図２０－１

H６-１９-２５４.０×７８.６１枚上総国金谷村之内石津浜御台場之図２０－２

H６-１９-３２７.６×３８.４１枚竹岡上之檀遠見所之図２０－３

H６-１９-４２７.６×３８.４１枚竹岡御台場下之檀張番所之図２０－４

H６-９０３３.４×１２.３安政２年（１８５５）１冊安房国北条・上総国竹ヶ岡両御陣屋詰２１

H６-９１３９.２×１４.０嘉永７年（１８５４）８月１冊四季打鉄砲御備場御用相勤候者共人数
取調帳２２

D３-１９５９２８.１×１９.８１冊丹羽寛夫奉公書２３

H６-１０９・１１０２８.１×１９.８１冊北條陣中并大房台場定・竹ヶ岡台場定２４

T２-１０４摂海御警備場所并御台場御絵図入２５

出展資料目録
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整理番号法量年代員数資料名番号

T１２-１０４-１５４.８×１０９.６１枚〔摂海警衛之図〕２５－１

T１２-１０４-２７８.８×１０８.４１枚〔摂海警備台場見立絵図〕２５－２

T１２-１０４-６２８.０×４０.２１枚布屋新田砲台之図２５－３

T１２-１０４-７２７.７×４０.７１枚矢倉新田砲台之図２５－４

T１２-１０４-１０７３.０×２７.４１枚〔布屋新田新道之図〕２５－５

T１２-１０４-１２１７.６×７２.１年未詳２月１通御国御下知之上小笠原図書頭殿江指出
候書付写２５－６

T１２-１０４-１３１７.６×８３.９年未詳３月１通大坂町御奉行江指出候書付写２５－７

S４-３９７２４.４×１７.２１冊安政五戊午年ヨリ大坂御警衛詰交代録２６

H６-２３１７.１×１９２.０〔文久３年（１８６３）カ〕１通大坂御陣屋地其侭御拝領被成度願ひ御
書面ニ御本書２７

T１２-７２８６.２×１９２.２１枚瀬戸内海図２８

T１２-７１７５.０×８５.３１枚備中沖塩飽海図２９

D３-１４９０２８.３×２０.４１冊谷田甚太郎奉公書３０

H６-８５２通３枚〔谷田甚太郎砲台目論見覚書并絵図〕３１

H６-８５-１４１.２×８１.０１枚〔下津井砲台目論見絵図〕３１－１

H６-８５-２２３.１×１９.１１通〔谷田甚太郎添書〕３１－２

H５-８５-３２８.０×８４.２１通〔谷田甚太郎覚書〕３１－３

H５-８５-４４１.２×８１.０１枚〔日比砲台目論見絵図〕３１－４

H６-８５-５６１.０×８２.６１枚〔小串・外輪崎砲台目論見絵図〕３１－５

T１２-７４１１２.０×１５７.５１枚牛窓沖見渡絵図３２

T１２-６１～６３３枚御台場三ヶ所図面３３

T１２-６１３９.６×２７.６１枚古下津井砲台略図３３－１

T１２-６３２７.６×３９.６１枚下津井港祇園下御台場略図３３－２

T１２-６２２７.６×３９.６１枚田之浦御台場略図３３－３

T１２-１０６〔台場見取絵図〕３４

T１２-１０６-４２８.３×４０.９１枚田之浦村御台場見取図３４－１

T１２-１０６-１４０.４×４２.０１枚小串村城山御台場縮図３４－２

T１２-１０６-３２８.４×４０.８１枚城山御台場見取絵図３４－３

T１２-１０７７枚〔台場絵図〕３５

T１２-１０７-４４０.５×５６.２１枚児嶋郡胸上邑城山御台場之図３５－１

T１２-１０７-５４０.０×５５.６１枚外輪崎台場之図３５－２

T１２-１１３２枚〔鴨方領台場絵図〕３６

T１２-１１３-１２８.０×３９.９１枚青佐山御台場略図３６－１

T１２-１１３-２２９.７×５５.６１枚大島中村長浜御台場図３６－２

N１-１３３２７.９×３６０.６文久３年（１８６３）１巻御目論見新道見取凡絵図３７

T１２-１０２-１５５.５×４０.５１枚辛川村小丸山砲台見込図３８

D３-７８４２８.３×２０.６１冊香川真一奉公書３９

T１０-２６１２３.０×９９.７嘉永７年（１８５４）４月１枚蝦夷闔境輿地全図４０

T１０-１２１３６.４×１３５.９文久元年（１８６１）１１月１枚新刊輿地全図４１
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Ⅳ 会期展示テーマ年度

１９９７年１０月２４日～１１月２日絵図にみる岡山城平成９
１９９８年１０月２３日～１１月１日岡山藩と海の道平成１０
１９９９年１０月２３日～１１月１日後楽園と岡山藩平成１１
２０００年１０月２３日～１１月１日備前慶長国絵図のふしぎ平成１２
２００１年１０月２３日～１１月１日岡山藩江戸藩邸ものがたり平成１３
２００２年１０月２３日～１１月１日開けゆく岡山平野 岡山藩の新田開発（１）平成１４
２００３年１０月２３日～１１月１日新田開発をめぐる争い 岡山藩の新田開発（２）平成１５
２００４年１０月２３日～１１月１日岡山城下町をあるく平成１６
２００５年９月２９日～１０月１０日江戸時代の岡山 池田家文庫絵図名品展平成１７
２００６年１０月２６日～１１月１２日戦さと城平成１８
２００７年１１月１６日～１２月２日陸の道平成１９
２００８年１１月１日～１１月１６日日本と「異国」平成２０
２００９年９月２９日～１０月１８日岡山藩の教育平成２１
２０１０年１１月１６日～１１月２８日絵図にみる中国四国地方の城下町平成２２
２０１１年１０月２２日～１１月６日江戸時代の巨大手描き絵図平成２３
２０１２年１１月１０日～１１月２５日日本六十余州図の世界平成２４
２０１３年１１月４日～１１月１７日開国と岡山藩平成２５

期日記念講演会講師（役職は当時）記念講演会年度

１９９７年１０月２５日岡山大学文学部 教授 倉地克直絵図を読む平成９
１９９８年１０月２３日岡山県総合文化センター 総括学芸員 竹林 榮一瀬戸内の交流平成１０
１９９９年１０月２３日岡山大学農学部 教授 千葉喬三日本庭園と後楽園平成１１
２０００年１０月２８日東亜大学 教授 川村博忠江戸幕府の国絵図事業平成１２
２００１年１０月２３日東京大学史料編纂所 教授 宮崎勝美岡山藩の江戸藩邸平成１３
２００２年１０月２６日岡山大学環境理工学部 教授 名合宏之津田永忠と岡山藩の土木事業平成１４
２００３年１０月２３日東京大学史料編纂所 助教授 杉本史子近世の境界論争と裁判平成１５
２００４年１０月２３日岡山市デジタルミュージアム開設事務所 乗岡 実岡山城下町を掘る ～絵図と遺構～平成１６
２００５年１０月１日岡山大学文学部 教授 倉地克直池田家文庫絵図の見方平成１７
２００６年１０月２６日茨城大学人文学部 教授 高橋 修「長久手合戦図屏風」の世界平成１８
２００７年１１月２３日岡山県立記録資料館 館長 在間宣久江戸時代の陸上交通平成１９
２００８年１１月１日名古屋大学文学部 教授 池内 敏「鎖国」の中の日本と朝鮮平成２０
２００９年１０月３日京都大学教育学研究科 教授 辻本雅史儒教教育と武士の人間形成平成２１

２０１０年１１月２０日徳島大学大学院ソシオ・アーツ・サイエンス研究部
教授 平井松午デジタルマップで廻る城下町平成２２

２０１１年１０月２３日東京藝術大学大学院 准教授 荒井 経国絵図復元の成果平成２３
２０１２年１１月１８日京都大学名誉教授 藤井譲治徳川家光と日本平成２４
２０１３年１１月９日東京大学史料編纂所 教授 横山伊徳開国と開港平成２５

期日パネラー・司会パネルディスカッション年度

２０１１年１０月２３日東京大学史料編纂所 教授 杉本史子
東京藝術大学大学院 准教授 荒井 経
電気通信大学 准教授 佐藤賢一
筑波大学大学院 博士前期課程 中村裕美子
国絵図研究会 会員 青木充子
［司会］東京大学大学院 准教授 中村雄祐

国絵図復活平成２３

池田家文庫絵図展

記念講演会・パネルディスカッション

池田家文庫絵図展・記念講演会開催記録

発行日／平成２５年１１月４日 主催／岡山大学附属図書館 岡山シティミュージアム
発行／岡山大学附属図書館 〒７００-８５３０岡山市北区津島中３-１-１ 印刷／株式会社中野コロタイプ

平成２５年度 企画展 池田家文庫絵図展 開国と岡山藩


